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野田学区コミュニティ
さわやかな野田をつくる会

代表：会長  石﨑  渡
設立：平成19年4月
構成：850 人

　住民全体がお互いに協力して、自主性を持ち明る
く楽しい連帯感のある安全で安心の郷土をつくるこ
とを目的として設立しました。
　事業は各専門部が担当して運営され、何事もみん
なでをモットーにしていますので、多くの参加者の協
力を得ています。
　主な事業は、地域での健康づくり、三世代ウォー

クラリー、ふれあい
運動会、野田っ子ま
もローズ（防犯活動）
の運営、広報紙の発
行等です。

与沢地区
代表：区長　村山　尚武
認定：平成 19 年 10 月
構成：160 世帯

★ このコーナーでは、まちづくり
　組織を順次紹介しています。

　与沢地区は百里基地の南側にあり、橘小学校のあ
る地区です。現在160 世帯の住民が居住しており、
年 4回の沿道清掃や三世代交流のレクレーション等
により交流を図っています。
　また、まちづくり組織活動として、「与沢さわやか
パトロール隊」を行っています。この活動は、地区住
民がお互い協力して自主防犯活動を展開することに
より、安全・安心な地域社会づくりを目指しています。

◀ふれあい運動会

▼三世代ウォークラリー

◀花壇づくり

パトロール隊の　
沿道清掃▶

　

1
月
13
日
、
小
美
玉
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会（
廣
戸
京
子

会
長
）か
ら
、
小
美
玉
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
に
つ
い
て

答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
昨
年
4
月
か
ら
小
美
玉
市
男
女
共
同
参
画
条
例
を

施
行
し
、
翌
5
月
に
審
議
会
を
設
置
し
、
本
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
諮
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

答
申
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
し
て
は
、
合
併
前
の
旧
小

川
町
・
美
野
里
町
・
玉
里
村
で
行
政
や
住
民
レ
ベ
ル
で
の
運
動

や
取
組
み
が
な
さ
れ
、
改
善
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は

意
識
に
と
ど
ま
り
、
実
際
の
行
動
と
し
て
表
れ
る
に
は
も
う
一

押
し
必
要
な
段
階
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
基
本
理
念
を
「
ま
ず
は
一
歩

踏
み
出
そ
う
。
男
女
平
等
の
ま
ち

を
目
指
し
て
」
と
提
示
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
答
申
を
受
け
て
、
市
で
は

今
年
度
内
に
男
女
共
同
参
画
推
進

計
画
書
を
策
定
し
、
平
成
22
年
度

か
ら
計
画
的
に
施
策
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰　
　
　
　

興
和
工
業
株
式
会
社

　

1
月
19
日
、
日
比
谷
公
会
堂

（
東
京
都
）で
「
第
50
回
交
通
安

全
国
民
運
動
中
央
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
興
和
工
業
株
式
会
社

（
甲　

秀
夫
代
表
取
締
役
）が
全

日
本
交
通
安
全
協
会
長
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
交
通
安
全
対

策
を
積
極
的
に
推
進
し
、
交
通
事
故
の
防
止
に
顕
著
な
業
績
を

あ
げ
た
事
業
所
が
受
け
る
も
の
で
す
。同
事
業
所
に
お
い
て
は
、

毎
日
の
車
の
点
検
お
よ
び
社
員
の
健
康
管
理
と
安
全
運
転
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
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まちづくり組織紹介

男
女
平
等
の
ま
ち
を
目
指
し
て

小
美
玉
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
が
答
申

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す


